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［論　文］

１．はじめに
　本研究の目的は、各国間比較に基づく、エシ
カル消費意識と家族との関係についての基礎資
料を提示することである。
　近年、「エシカル消費」が注目されている。
「エシカル消費」により公共的な利益が促さ
れ、持続可能な社会へとつながると考えられ
るためである（大西・田中、2019、末吉、
2018)。「エシカル消費」とは、「消費者それ
ぞれが各自にとっての社会的課題の解決を考慮
したり、そうした課題に取り組む事業者を応援
しながら消費活動を行うこと」（消費者庁、
2017）とされる。より広く捉えると、消費者自
らが環境を含む社会的な課題を解決しようとす
る消費選択により、持続可能な社会を目指す消
費を指す（大西・田中、2019、p.163、末吉、
2018)。 
　それでは、どのような人々がエシカル消費を
行うのだろうか。本研究では、各国の個票デー
タを用い、どのような属性の人々がエシカル消
費意識が高いのかを明らかにする。
　エシカル消費は「環境や社会に配慮した」奢
侈財　　したがって所得弾力性の高い財　　の
消費であり、社会に対する意識が高い人々の消
費行動だと考えられる。エシカル消費の実態に
ついての基礎資料を提示するため、所得要因に

着目するとともに、アジア的特徴を捉えるた
め、家族要因との関連にも着目していく。多様
な国々との比較研究を行うことで、日本のエシ
カル消費意識の特徴を明らかにしていく。
　本論文の構成は以下の通りである。第２節で
はエシカル消費についての既存研究を紹介し、
第３節では個票データを用いてエシカル消費に
ついての基礎的な分析を行い、第４節では分析
結果の要約と考察を行う。最終節では本研究の
小括と今後の課題を論ずる。
　次節では、エシカル消費に関連する、先行研
究をみていく。

２．先行研究
　これまでの研究では、環境や社会に配慮した
商品に対する消費者の選好についての研究蓄積
があり、「利己的動機」および「利他的動機」
の両方が存在するとされている（大西・田中、
2019、p.163)。大西・田中（2019）では、
「利他的動機」がオンラインサーベイ実験によ
り検証されている。分析結果として、地域農産
物の購入が環境や社会に良い影響を与えると認
識している人ほど、エシカル消費選好が強いこ
とが示されている１)。
　一方で、大西・田中（2019）はオンラインア
ンケート調査を利用しており、回答者がモニ
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１ 「選択型コンジョイント分析」により、消費者のエシカル消費に対する選好を反映する無農薬、減農薬、地域
還元のMWTP（Marginal Willingness to Pay：限界支払意志額）を求め、経済的価値を推計している。分析の
結果、一般農産物の販売価格と比べてそれぞれ５割強、５割弱、１割弱高くなることが示されている（大西・田
中、2019、p.168)。
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ター会員に限られていることや調査地域が近畿
地方の３府県のみに限定されていることから、
外的妥当性の課題が残る。さらに、他国と比べ
た、日本特有の行動特性、制度や仕組みの背景
（ホリオカ、2019、金、2013）を考察すること
が難しい。
　本研究では、実験的データではなく観察デー
タではあるが、代表性のある各国の個票データ
を用い日本の特徴についての実証的な基礎資料
を提供する。具体的には、人々が環境に配慮し
た品物を買うかどうか（環境配慮型商品購入意
識／エシカル消費意識）に着目していく。その
際に、所得要因に加え、従前の研究では焦点が
当てられていない家族要因にも着目していく。
「家族」が規範的にも制度的にも社会の中軸と
して存在する日本において、家族要因と消費行
動とが関連していると考えられるためである。
次節では、本研究で用いる個票データを紹介し
たのちに、各種分析を行う。

３．エシカル消費意識についての実証分析
３．１　使用するデータと変数
　本研究で使用する個票データは「環境に関す
る国際比較調査、2010」(ISSP-2010)２)データ
ある。同データには、各国の環境を守るための
個人の消費の考え方や多様な視点から捉えた環
境問題の認識についての情報が含まれている
（政木、2011)３)。分析のモデルは次のように
考える。
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（政木，2011）3）．分析のモデルは次のように

考える． 

𝑌𝑌𝑖𝑖𝑐𝑐 = 𝛼𝛼𝑐𝑐 + 𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝑖𝑖𝑐𝑐𝛽𝛽1𝑐𝑐 + 𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐹𝐹𝐼𝐼𝑖𝑖𝑐𝑐𝛽𝛽2𝑐𝑐 + 𝑋𝑋𝑖𝑖𝑐𝑐𝛽𝛽3𝑐𝑐 + 𝜀𝜀𝑖𝑖𝑐𝑐

添え字の i は個人，c は国を示す．左辺のエシ

カル消費意識は右辺の要因により決定される．

式の𝛼𝛼𝑐𝑐は各国ごとの切片を示す．𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝑖𝑖𝑐𝑐は家

族の有無のダミー変数，𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐹𝐹𝐼𝐼𝑖𝑖𝑐𝑐は等価所得で

ある．𝑋𝑋𝑖𝑖𝑐𝑐は性別や年齢などの個人属性およびそ

の他のコントロール変数であり，𝜀𝜀𝑖𝑖𝑐𝑐は誤差項で

ある．以下では用いる変数の概要を説明する．

左辺の被説明変数として，「環境を守るため

なら，値段の高い品物でも買うつもりがある

か」という質問に対し，「すすんで買う」，「あ

る程度は買うつもりだ」を 1，「どちらともいえ

ない」，「あまり買いたくない」，「買いたくな

い」を 0 としたダミー変数（以下：エシカル消

費意識）を用いる．本変数を従属変数にした線

形確率モデルの分析を行う． 
説明変数には，年齢，性別，学歴，婚姻状

況，17 歳以下の子どもの有無，対数等価所得を

用いる． また，コントロール要因として，職

業，居住地都市規模を加味した分析を行う．な

お，職業は国際比較が可能な分類を用いる

（Ganzeboom and Treiman，1996）．変数の加工

法については補足資料 2 と 6 を参照されたい． 

個票データの基礎集計

詳細な分析に入る前に，各国のエシカル消費

意識の分布を確認する． 
図表 1 は，各国のエシカル消費意識の地域的

な分布を表したものである．「環境を守るためな

ら，値段の高い品物でも買うつもりがあるか」に

対して，肯定的な割合を地図に示している． 
まず，図表 1 をみると，全体として，欧米諸国

と東アジアでエシカル消費意識が高い傾向が窺

える．特に韓国，スイス，北アメリカで高いエシ

カル消費意識があることが示されている．

次に，図表 2 は，2010 年の 1 人あたりの名目

GDP の分布を表したものである．国レベルのエ

シカル消費意識の水準と経済水準との関係を確

認する．図表 2 から北欧，北アメリカやオース

トラリアは 1 人あたりの GDP が高いことが確

認でき，図表 1 でみたエシカル消費意識との相

関が高いことが窺える．各国 1 人あたりの名目

GDP とエシカル消費意識との相関を確認する

と，正で有意な傾向が示された（r=0.611）．こ

れらから，裕福な国ほどエシカル消費意識が高

3 各国で標本抽出方法，調査方法，および回収率等が異なるこ

とから，年齢，性別などの基本属性で重み付けを行うことが望

いことが確認できた． 

図表 ：エシカル消費意識の分布

出所：「環境に関する国際比較調査、2010」を基に作成
注：(1) 調査参加国全 37 ヵ国の情報

(2)「環境を守るためなら、値段の高い品物でも買
うつもりがあるか」に対して肯定的な者の割合

図表 ： 人あたりの名目 の分布
出所：OECD Stat.より

注：(1) 台湾、フィリピンを除く 35 ヵ国の 2010 年の
名目 GDP の情報

本研究の主たる分析では，経済発展状況のバ

ラつき，および地域的なバラつきを吟味し，北

欧，大陸欧州，北アメリカ，南アメリカ，東ア

ジア，東南アジアの 8 か国（スウェーデン，ド

イツ，スペイン，アメリカ，アルゼンチン，フ

ィリピン，日本，韓国）を分析対象とする．

環境配慮型商品購入意識の分析結果

以下では，各国の個票データを用いた分析を

行う．「環境を守るためなら，値段の高い品物

でも買うつもりがあるか」という質問に対し，

肯定的な場合を 1 としたダミー変数（エシカル

消費意識）を被説明変数とした線形確率モデル

の結果をみていく（各変数の記述統計について

ましい．本研究では暫定的に非重み付けデータを用いて分析を

行う．
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と東アジアでエシカル消費意識が高い傾向が窺

える．特に韓国，スイス，北アメリカで高いエシ

カル消費意識があることが示されている．

次に，図表 2 は，2010 年の 1 人あたりの名目

GDP の分布を表したものである．国レベルのエ

シカル消費意識の水準と経済水準との関係を確

認する．図表 2 から北欧，北アメリカやオース

トラリアは 1 人あたりの GDP が高いことが確

認でき，図表 1 でみたエシカル消費意識との相

関が高いことが窺える．各国 1 人あたりの名目

GDP とエシカル消費意識との相関を確認する

と，正で有意な傾向が示された（r=0.611）．こ

れらから，裕福な国ほどエシカル消費意識が高

3 各国で標本抽出方法，調査方法，および回収率等が異なるこ

とから，年齢，性別などの基本属性で重み付けを行うことが望

いことが確認できた． 

図表 ：エシカル消費意識の分布

出所：「環境に関する国際比較調査、2010」を基に作成
注：(1) 調査参加国全 37 ヵ国の情報

(2)「環境を守るためなら、値段の高い品物でも買
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本研究の主たる分析では，経済発展状況のバ

ラつき，および地域的なバラつきを吟味し，北

欧，大陸欧州，北アメリカ，南アメリカ，東ア

ジア，東南アジアの 8 か国（スウェーデン，ド

イツ，スペイン，アメリカ，アルゼンチン，フ

ィリピン，日本，韓国）を分析対象とする．

環境配慮型商品購入意識の分析結果

以下では，各国の個票データを用いた分析を

行う．「環境を守るためなら，値段の高い品物

でも買うつもりがあるか」という質問に対し，

肯定的な場合を 1 としたダミー変数（エシカル

消費意識）を被説明変数とした線形確率モデル

の結果をみていく（各変数の記述統計について
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添え字の i は個人，c は国を示す．左辺のエシ

カル消費意識は右辺の要因により決定される．

式の𝛼𝛼𝑐𝑐は各国ごとの切片を示す．𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝑖𝑖𝑐𝑐は家

族の有無のダミー変数，𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐹𝐹𝐼𝐼𝑖𝑖𝑐𝑐は等価所得で
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る程度は買うつもりだ」を 1，「どちらともいえ

ない」，「あまり買いたくない」，「買いたくな

い」を 0 としたダミー変数（以下：エシカル消

費意識）を用いる．本変数を従属変数にした線

形確率モデルの分析を行う． 
説明変数には，年齢，性別，学歴，婚姻状

況，17 歳以下の子どもの有無，対数等価所得を

用いる． また，コントロール要因として，職

業，居住地都市規模を加味した分析を行う．な

お，職業は国際比較が可能な分類を用いる

（Ganzeboom and Treiman，1996）．変数の加工
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える．特に韓国，スイス，北アメリカで高いエシ

カル消費意識があることが示されている．

次に，図表 2 は，2010 年の 1 人あたりの名目
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ジア，東南アジアの 8 か国（スウェーデン，ド

イツ，スペイン，アメリカ，アルゼンチン，フ
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行う．「環境を守るためなら，値段の高い品物

でも買うつもりがあるか」という質問に対し，
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は誤差項で

２ ｢環境に関する国際比較調査、2010｣（International Social Survey Programme、2010）は、世界各国で同様の調
査枠組みで調査がなされている。日本の調査は、NHK放送文化研究所により、2010年に訪問面接法の自記式の質
問紙調査が実施された。調査対象者は全国16歳以上の国民で、サンプルは住民基本台帳から層化無作為２段抽出
法で選ばれている。対象者数は1800人であり、調査回収率は75.8％（1307人）である。分析に用いる他国データの
調査概要は補足資料１を参照されたい。

３  各国で標本抽出方法、調査方法、および回収率等が異なることから、年齢、性別などの基本属性で重み付けを行
うことが望ましい。本研究では暫定的に非重み付けデータを用いて分析を行う。

ある。以下では分析に用いる変数の概要を説明
する。
　左辺の被説明変数として、「環境を守るため
なら、値段の高い品物でも買うつもりがある
か」という質問に対し、「すすんで買う」、
「ある程度は買うつもりだ」を１、「どちらと
もいえない」、「あまり買いたくない」、「買
いたくない」を０としたダミー変数（以下：エ
シカル消費意識）を用いる。本変数を従属変数
にした線形確率モデルの分析を行う。
　説明変数には、対数等価所得、婚姻状況に加
え、年齢、性別、学歴、17歳以下の子どもの有
無の基本属性、さらにコントロール要因とし
て、職業、居住地都市規模を加味した分析を行
う。なお、職業は国際比較が可能な分類を用い
る（Ganzeboom and Treiman、1996)。変数の
加工法については補足資料２と６を参照された
い。

３．２　個票データの基礎集計
　詳細な分析に入る前に、各国のエシカル消費
意識の分布を確認する。
　図表１は、各国のエシカル消費意識の地域的
な分布を表したものである。「環境を守るため
なら、値段の高い品物でも買うつもりがある
か」に対して、肯定的な割合を地図に示してい
る。
　まず、図表１をみると、全体として、欧米諸
国と東アジアでエシカル消費意識が高い傾向が
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窺える。特に韓国、スイス、北アメリカで高い
エシカル消費意識があることが示されている。
次に、図表２は、2010年の１人あたりの名目
GDPの分布を表したものである。国レベルの
エシカル消費意識の水準と経済水準との関係を
確認する。図表２から北欧、北アメリカやオー
ストラリアは１人あたりのGDPが高いことが
確認でき、図表１でみたエシカル消費意識と
の相関が高いことが窺える。各国１人あたり
の名目GDPとエシカル消費意識との相関を
確認すると、正で有意な傾向が示された（r＝
0.611)。これらから、裕福な国ほどエシカル消
費意識が高いことが確認できた。

　本研究の主たる分析では、経済発展状況のバ
ラつき、および地域的なバラつきを吟味し、北
欧、大陸欧州、北アメリカ、南アメリカ、東ア
ジア、東南アジアの８か国（スウェーデン、ド
イツ、スペイン、アメリカ、アルゼンチン、
フィリピン、日本、韓国）を分析対象とする。 

３．３　環境配慮型商品購入意識の分析結果
　以下では、各国の個票データを用いた分析を
行う。「環境を守るためなら、値段の高い品物
でも買うつもりがあるか」という質問に対し、
肯定的な場合を１としたダミー変数（エシカル
消費意識）を被説明変数とした線形確率モデル
の結果をみていく（各変数の記述統計について 
は、補足資料３を参照されたい）。
　図表３では、多変量解析の結果が示されてい
る。まず、所得効果をみていく。対数等価所得
については、アメリカとフィリピン以外の国で
正で有意の傾向が示されている（フィリピンは
今回のモデル自体／F検定が有意ではなく、ス
ウェーデンはF検定の結果が算出されず)。具
体的には、アルゼンチン、日本、韓国、ドイ
ツ、スペイン、スウェーデンでは所得が高い者
ほどエシカル消費意識が高い。
　次に、家族要因についてみていく。婚姻状況
については、日本のみが正で有意な傾向を示し
た。具体的には、有配偶者（事実婚含む）は未
婚者に比べエシカル消費意識が高い。続いて、
17歳以下の子どもの有無については、韓国とド
イツは正、アメリカは負で有意な傾向を示し
た。具体的には、韓国とドイツでは17歳以下の
子どもがいる者はいない者に比べ、エシカル消
費意識が高い傾向が示された。一方で、アメリ
カについては、17歳以下の子どもがいる者はい
ない者に比べ、エシカル消費意識が低い傾向が
示された。日本のデータには、同変数がないた
め結果が表示されていない点を注意されたい。
　最後に、所得要因と家族要因以外の特徴的な
推計結果をみていく。まず、スウェーデンと

2

（政木，2011）3）．分析のモデルは次のように

考える． 

𝑌𝑌𝑖𝑖𝑐𝑐 = 𝛼𝛼𝑐𝑐 + 𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝑖𝑖𝑐𝑐𝛽𝛽1𝑐𝑐 + 𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐹𝐹𝐼𝐼𝑖𝑖𝑐𝑐𝛽𝛽2𝑐𝑐 + 𝑋𝑋𝑖𝑖𝑐𝑐𝛽𝛽3𝑐𝑐 + 𝜀𝜀𝑖𝑖𝑐𝑐

添え字の i は個人，c は国を示す．左辺のエシ

カル消費意識は右辺の要因により決定される．

式の𝛼𝛼𝑐𝑐は各国ごとの切片を示す．𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝑖𝑖𝑐𝑐は家

族の有無のダミー変数，𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐹𝐹𝐼𝐼𝑖𝑖𝑐𝑐は等価所得で

ある．𝑋𝑋𝑖𝑖𝑐𝑐は性別や年齢などの個人属性およびそ

の他のコントロール変数であり，𝜀𝜀𝑖𝑖𝑐𝑐は誤差項で

ある．以下では用いる変数の概要を説明する．

左辺の被説明変数として，「環境を守るため

なら，値段の高い品物でも買うつもりがある

か」という質問に対し，「すすんで買う」，「あ

る程度は買うつもりだ」を 1，「どちらともいえ

ない」，「あまり買いたくない」，「買いたくな

い」を 0 としたダミー変数（以下：エシカル消

費意識）を用いる．本変数を従属変数にした線

形確率モデルの分析を行う． 
説明変数には，年齢，性別，学歴，婚姻状

況，17 歳以下の子どもの有無，対数等価所得を

用いる． また，コントロール要因として，職

業，居住地都市規模を加味した分析を行う．な

お，職業は国際比較が可能な分類を用いる

（Ganzeboom and Treiman，1996）．変数の加工

法については補足資料 2 と 6 を参照されたい． 

個票データの基礎集計

詳細な分析に入る前に，各国のエシカル消費

意識の分布を確認する． 
図表 1 は，各国のエシカル消費意識の地域的

な分布を表したものである．「環境を守るためな

ら，値段の高い品物でも買うつもりがあるか」に

対して，肯定的な割合を地図に示している． 
まず，図表 1 をみると，全体として，欧米諸国

と東アジアでエシカル消費意識が高い傾向が窺

える．特に韓国，スイス，北アメリカで高いエシ

カル消費意識があることが示されている．

次に，図表 2 は，2010 年の 1 人あたりの名目

GDP の分布を表したものである．国レベルのエ

シカル消費意識の水準と経済水準との関係を確

認する．図表 2 から北欧，北アメリカやオース

トラリアは 1 人あたりの GDP が高いことが確

認でき，図表 1 でみたエシカル消費意識との相

関が高いことが窺える．各国 1 人あたりの名目

GDP とエシカル消費意識との相関を確認する

と，正で有意な傾向が示された（r=0.611）．こ

れらから，裕福な国ほどエシカル消費意識が高

3 各国で標本抽出方法，調査方法，および回収率等が異なるこ

とから，年齢，性別などの基本属性で重み付けを行うことが望

いことが確認できた． 

図表 ：エシカル消費意識の分布

出所：「環境に関する国際比較調査、2010」を基に作成
注：(1) 調査参加国全 37 ヵ国の情報

(2)「環境を守るためなら、値段の高い品物でも買
うつもりがあるか」に対して肯定的な者の割合

図表 ： 人あたりの名目 の分布
出所：OECD Stat.より

注：(1) 台湾、フィリピンを除く 35 ヵ国の 2010 年の
名目 GDP の情報

本研究の主たる分析では，経済発展状況のバ

ラつき，および地域的なバラつきを吟味し，北

欧，大陸欧州，北アメリカ，南アメリカ，東ア

ジア，東南アジアの 8 か国（スウェーデン，ド

イツ，スペイン，アメリカ，アルゼンチン，フ

ィリピン，日本，韓国）を分析対象とする．

環境配慮型商品購入意識の分析結果

以下では，各国の個票データを用いた分析を

行う．「環境を守るためなら，値段の高い品物

でも買うつもりがあるか」という質問に対し，

肯定的な場合を 1 としたダミー変数（エシカル

消費意識）を被説明変数とした線形確率モデル

の結果をみていく（各変数の記述統計について

ましい．本研究では暫定的に非重み付けデータを用いて分析を

行う．

- 10％
11- 20％
21- 30％
31-40 ％
41- 50％
51％-

-1.0
1.1‐ 2.0
2.1- 3.0
3.1- 4.0
4.1- 5.0
5.1-
（万USドル）
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フィリピン以外では、学歴が正で有意であっ
た。また、日本と韓国では年齢が正で有意、ア
ルゼンチンとスペインでは同変数が負で有意な
傾向を示した。エシカル消費意識には、多くの
国で学歴が関連していることが確認された。

３．４　配偶者の有無別の属性の特徴
　日本のみで有意であった婚姻状況の効果を検
討するため、各国の配偶者の有無別の観察可能
な各変数の大まかな分布傾向を確認する。数値
については、補足資料４の婚姻状況別の記述統
計資料を参照されたい。
　先の分析の図表３で、日本、韓国、ドイツで
は家族を持つ人ほど（韓国、ドイツは子どもが
いる人ほど）エシカル消費意識が高い傾向が示

されていた。各国の配偶者の有無別の各変数の
分布を確認すると、結婚している人の方が、ほ
とんどの国で所得面、多くの国で職業面で恵ま
れている（t検定およびx2検定の結果であり、
結果は割愛）。具体的には、フィリピン以外の
国で、有配偶者の方が無配偶者よりも等価所得
が有意に高い傾向にある。次に、スウェーデ
ン、ドイツ、アメリカ、アルゼンチンでは、有
配偶者の方が無配偶者よりも事務・管理層割合
が有意に高い傾向にある。さらに学歴面では、
アメリカと日本のみではあるが、有配偶者の方
が無配偶者よりも大学卒業者割合が有意に高く
なっている。
　これらのことから、相対的に恵まれた層が結
婚している傾向が概ね確認できる。図表３の分

図表３：エシカル消費意識についての線形確率モデル分析

3

は，補足資料 3 を参照されたい）． 

図表 3 では，多変量解析の結果が示されてい

る．まず，所得効果をみていく．対数等価所得

については，アメリカとフィリピン以外の国で

正で有意の傾向が示されている（フィリピンは

今回のモデル自体／F 検定が有意ではなく，ス

ウェーデンは F 検定の結果が算出されず）．具

体的には，アルゼンチン，日本，韓国，ドイ

ツ，スペイン，スウェーデンでは所得が高い者

ほどエシカル消費意識が高い．

次に，家族要因についてみていく．婚姻状況

については，日本のみが正で有意な傾向を示し

た．具体的には，有配偶者（事実婚含む）はそ

れ以外の者に比べエシカル消費意識が高い．続

いて，17 歳以下の子どもの有無については，韓

国とドイツは正，アメリカは負で有意な傾向を

示した．具体的には，韓国とドイツでは 17 歳

以下の子どもがいる者はそれ以外の者に比べ，

エシカル消費意識が高い傾向が示された．しか

し，アメリカについては，17 歳以下の子どもが

いる者はそれ以外の者に比べ，エシカル消費意

識が低い傾向が示された．日本のデータには，

同変数がないため結果が表示されていない点を

注意されたい． 
最後に，所得要因と家族要因以外の特徴的な

点をみていく．まず，スウェーデンとフィリピ

ン以外では，学歴が正で有意であった．また，

日本と韓国では年齢が正で有意，アルゼンチン

とスペインでは同変数が負で有意な傾向を示し

た．エシカル消費意識には，多くの国で学歴が

関連していることが確認された．

配偶者の有無別の属性の特徴

日本のみで有意であった婚姻状況の効果を検

討するため，各国の配偶者の有無別の観察可能

な各変数の大まかな分布傾向を確認する．数値

については，補足資料 4 の記述統計資料を参照

されたい． 
先の分析の図表 3 で，日本，韓国，ドイツで

は家族を持つ人ほど（韓国，ドイツは子どもが

いる人ほど）エシカル消費意識が高い傾向が示

されていた．各国の配偶者の有無別の各変数の

分布を確認すると，結婚している人の方が所

係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値
切片
年齢
女性ダミー
大学・大学院ダミー
既婚ダミー
17歳以下子どもダミー
対数等価所得
職業
都市規模
観測数
調整済みR2
F値
F検定の有意水準

係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値
切片
年齢
女性ダミー
大学・大学院ダミー
既婚ダミー
17歳以下子どもダミー
対数等価所得
職業
都市規模
観測数
調整済みR2
F値
F検定の有意水準

✓✓✓ ✓

ドイツスペインスウェーデン

注：網掛け部分は10％水準で有意であり，標準誤差は頑健標準誤差である．

✓ ✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓ ✓

図表3：エシカル消費意識についての線形確率モデル分析
Y:環境配慮型商品購入意識ダミー

アルゼンチン フィリピン 日本 韓国

アメリカ

✓✓✓ ✓
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析では観察可能な要因の影響は統制されている
ものの、結婚・出産行動の内生性の問題が残
る。日本の結果を解釈するに際しては、家族を
持つことによってエシカル消費意識が高まる可
能性だけではなく、社会や環境に対する意識が
高いような人が結婚している可能性、すなわち
家族形成行動が外生でない可能性も残される。

４．分析結果と考察
４．１　得られた結果と本研究の貢献
　本論文の分析の結果から、次のことが示され
た。家族要因については、日本で有配偶者ほど
エシカル消費意識が高いことが示された。韓国
およびドイツでも、17歳以下の子どもがいる者
ほどエシカル消費意識が強いことが示された。 
　また、所得については、多くの国で、等価所
得が高い者ほどエシカル消費意識が強いことが
示された。さらに、集計レベルでも、各国の１
人あたりのGDPとエシカル消費意識とには正
の相関があり、裕福な国ほどエシカル消費意識
が強いことが観察された。このことから、集計
レベルでみても個人レベルでみても、エシカル
消費は上級財／奢侈財の消費だといえよう。
　従前の研究とは異なり、本研究の個票データ
分析では、エシカル消費意識について各国で共
通する側面および日本の特徴を明らかにした。 

４．２　考察
　得られた分析結果から、日本の有配偶者は、
エシカル消費意識が高い傾向にあることが示さ
れた。家族を持つ者は、家計を犠牲にしてでも
環境や社会に配慮した消費を行う意識を持って

いた。この点は、家族を持つことにより社会に
意識が向きエシカル消費意識が高まった可能性
とともに、社会に対する意識が強い人ほど結婚
している可能性を含んでいる４)。日本のデータ
では17歳以下の子どもの有無が加味されていな
いが、日本では結婚と出産とが同時決定の可能
性が指摘されている（戸田・福田、2018)。そ
のため、17歳以下の子どもの有無の変数があっ
た場合にも、類似した結果が想定される５)。
　次に、日本以外の国について考察する。同じ
アジアの国々に焦点をあてると、その中でも結
果に違いがみられた。韓国は、17歳以下の子ど
もがいる者はエシカル消費意識が高い傾向にあ
る。一方、フィリピンでは、エシカル消費意識
と家族要因との関連はみられなかった。
　日本と文化的・制度的類似度が高い、韓国で
みられたエシカル消費意識への子どもの効果
は、日本と同様、家族を持つことによりエシカ
ル消費意識が高まった可能性、および社会に対
する意識が高い人ほど結婚している可能性の両
方が含まれる。フィリピンは、同じアジアであ
ることから日韓と同様の傾向を想定したが、異
なる傾向が示された。背景としては、社会全体
として家計を守る志向が強いことや異なる結婚
選択のセレクションパターンなどが考えられる６)。
同国の経済発展度合いが関連していると想定さ
れる。
　次に、欧米各国の結果を考察する。まずドイ
ツでは、17歳以下の子どもがいる者はそうでな
い者に比べエシカル消費意識が高い傾向にあ
る。日韓同様、家族形成行動（結婚・出産）が
外生的か否かで異なる理由が考えられる。ただ

４ 「環境に配慮した商品」が健康によい商品というイメージが付随している場合、家族の健康や暮らしなどを考え
消費を行っている可能性がある。いずれにしても、日本では、有配偶者は結果として環境に配慮した消費を行う
意識を有している。

５ ちなみに、（日本の推定モデルと同様に）他国でも「17歳以下子どもダミー」を含まない推計の特定化を行った
場合、韓国とアメリカで「既婚ダミー」がそれぞれ正と負で有意な傾向を示す。

６ 群間比較の検定結果は割愛するが、（スペイン、アルゼンチンに加え）同国では有配偶者の方が無配偶者よりも
大学卒業者割合が有意に低く、さらに、唯一婚姻状況別の等価所得差が示されなかった。この点からもリスクシ
ェアリング的結婚が想定できる。
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し、東アジアはドイツと類似した諸制度を有し
ており（金、2013)、両者で類する制度や文化
的側面が関連している可能性もある。一方、ス
ペイン、スウェーデン、アルゼンチンではエシ
カル消費意識と家族要因とに関連はみられな
かった。エシカル消費の水準自体が高くないこ
れらの国では（記述統計を参照されたい)、社
会全体として家計を守る志向が強く、家計を犠
牲にしてまで社会に配慮した消費を行わないこ
とが一般である可能性が考えられる。
　他方で、アメリカでは、17歳以下の子どもが
いる者はそうでない者に比べエシカル消費意識
が低くなるという特徴的な傾向が示された。子
を持つことが外生である場合、背景として、子
の教育投資を考え家計を守る志向が強くなるこ
とが考えられる。環境に配慮するよりも、子ど
もの成長を第一に考え財の購入をしていること
が考えられる。ただし、他国同様、結婚・出産
選択のセレクションの可能性に注意が必要とな
る。
　最後に、所得効果に着目すると、多くの国で
等価所得が高い者ほどエシカル消費意識が高い
傾向にあることが示された。マクロ集計の結果
も総合し、エシカル消費が裕福な国々や人々の
消費であることを裏付けている。しかし、ここ
でもアメリカが特徴的であり、所得効果が有意
ではない。第３節でみたようにアメリカは社会
全体としてエシカル消費意識の水準が高いが、
個票分析の結果、所得効果は非有意であった。
同国ではエシカル消費が普及しており、日用品
としての扱いがされている、といった理由が考
えられる。

５．おわりに
　以上、本研究では個票データを用い、各国の
エシカル消費意識を分析した。その結果、多く
の国で正の所得効果が示され、エシカル消費が
上級財／奢侈財の消費であることが確認され
た。このことは集計データでも個票データでも

同様であった。また、日本のエシカル消費意識
は家族要因と関連していた。韓国とドイツは日
本と類似した結果となり、（アメリカを除く）
残りの国々ではエシカル消費意識と家族を持つ
こととの間にはクリアな関連がみられなかっ
た。
　本研究では基礎的な分析をもとに、各国のエ
シカル消費意識の基礎資料を提供し、複数の事
実発見に基づく知見を提示した。今後は、より
明確な理論モデルと識別技法の応用が必要とな
る。加えて、家族要因とエシカル消費の関連を
より明瞭に示すため、男女別のサブサンプルの
分析が必要となろう。長期的には、日本におけ
る人々の行動の利己的および利他的動機と各種
現象との体系的な連関構造（ホリオカ、2019、
など）を明らかにしていくことが課題となる。
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の成長を第一に考え財の購入をしていることが

考えられる．ただし，他国同様，結婚・出産選

択のセレクションの存在に注意が必要となる． 
最後に，所得効果に着目すると，多くの国で

等価所得が高い者ほどエシカル消費意識が高い

傾向にあることが示された．マクロ集計の結果

も総合し，エシカル消費が裕福な国々や人々の

消費であることを裏付けている．しかし，ここ

でもアメリカが特徴的であり，所得効果が有意

ではない．第 3 節でみたようにアメリカは社会

全体としてエシカル消費意識の水準が高いが，

推計結果の所得効果は非有意で非弾力的な傾向

が示された．同国ではエシカル消費が普及して

おり，日用品としての扱いがされている，とい

った理由が考えられる． 

．おわりに

以上，本研究では個票データを用い，各国の

エシカル消費意識を分析した．その結果，多く

の国で，正の所得効果が示され，エシカル消費

が上級財／奢侈財の消費であることが確認され

た．また，日本のエシカル消費意識は家族要因

と関連していた．韓国とドイツは日本と類似し

た結果となり，（アメリカを除く）残りの国々

ではエシカル消費意識と家族を持つこととの間

にはクリアな関連がみられなかった．

本研究では基礎的な分析をもとに，各国のエ

シカル消費意識の基礎資料を提供し，複数の事

実発見に基づく知見を提示した．今後は，より

明確な理論モデルと識別技法の応用が必要とな

る．加えて，家族要因とエシカル消費の関連を

より明瞭に示すため，男女別のサブサンプルの

分析が必要となろう．長期的には，日本におけ

る人々の行動の利己的および利他的動機と各種

現象との体系的な連関構造（ホリオカ，2019，
など）を明らかにしていくことが課題となる．
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出所：GESIS variable reports より作成 
注：（1）スペインは調査概要が公開されていない 

 （2）CAPI (Computer Assisted Personal Interviewing)：コンピ

ュータデバイスを併用した面接調査 

補足資料 個票データの変数の加工方法

国 標本規模 回収率 対象 抽出方法 調査方法
スウェーデン 18～79歳の男女 無作為抽出法 郵送法
スペイン 18歳以上の男女

ドイツ 民間住宅に居住する
18歳以上の男女 層化2段抽出法 自記式質問票(対面)、

一部CAPIを利用
アメリカ 18歳以上の男女 多段地域抽出法 CAPIによる自記式質問票(対面)
アルゼンチン 18歳以上の男女 層化３段抽出法 自記式質問票(対面)
フィリピン 15～74歳の男女 多段抽出法 映像での対面面接
日本 16歳以上の男女 層化2段抽出法 自記式質問票(対面)
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変数名 内容 補足
0　どちらともいえない、あまり買いたくない、買いたくない
1　すすんで買う、ある程度は買うつもりだ

女性ダミー 0　男　1　女
年齢  実数の値
大学・大学院ダミー 0　大学卒未満　1　大学・大学院卒

既婚ダミー 0　未婚・離死別　1　既婚 1 事実婚を含む
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4　熟練現場職　5　非熟練現場職　6　農業　7　無業 ISCO88の職業分類コードを基に作成

都市規模 ０ 大都市以外　1 大都市 選択肢：大都市、大都市の郊外または近郊、地
方の中小都市、地方の町村、農山村の一軒家

環境配慮型商品購入意識
(エシカル消費意識)ダミー

「環境を守るためなら，値段の高い品物でも
買うつもりがあるか」
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補足資料 個票データの変数の記述統計

 

 
補足資料 婚姻状況別の各変数の分布

 

 

 

 

 

変数名 観測数 平均 標準偏差 最小 最大 観測数 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
既婚ダミー
17歳以下子どもダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

変数名 観測数 平均 標準偏差 最小 最大 観測数 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
既婚ダミー
17歳以下子どもダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

スウェーデン

アメリカドイツ

スペイン

変数名 観測数 平均 標準偏差 最小 最大 観測数 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
既婚ダミー
17歳以下子どもダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
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非熟練現場職
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環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
既婚ダミー
17歳以下子どもダミー ー ー ー ー ー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

アルゼンチン フィリピン

日本 韓国

変数名 平均 標準偏差 最小 最大 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

無配偶 有配偶

スウェーデン

変数名 平均 標準偏差 最小 最大 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

スペイン
無配偶 有配偶

変数名 平均 標準偏差 最小 最大 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

ドイツ
無配偶 有配偶

変数名 平均 標準偏差 最小 最大 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

アメリカ
無配偶 有配偶

変数名 平均 標準偏差 最小 最大 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
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無配偶 有配偶

アルゼンチン



− 97 −7

注：網掛け部分は，エシカル消費に肯定的な割合

補足資料 環境配慮の税金支払い意識の分析

本研究の主たる分析では，エシカル消費意識（環境配

慮型商品購入意識）を扱ったが，環境配慮のための税金

支払い意識の分析も補足的に行う． 
ただし，エシカル消費意識ですでに「環境への支払い

意思」が捉えられており，税金支払い意識では他の要因

も捉えてしまう可能性がある．具体的には，「税務当局や

政府への信頼」および「環境税のかかる環境に悪い商品

のイメージ」を同時に捉えてしまうことや，（有形の財が

得られる消費に比べ）税金の支払いではその効果が目に

みえづらいこと，などの影響が混濁する可能性がある点
に留意されたい．

環境配慮のための税金支払い意識の分布
出所：「環境に関する国際比較調査，2010」を基に作成

注：(1) 調査参加国全 37 ヵ国の情報

(2)「環境を守るためなら，かなり高い税金を払う

つもりがあるか」に対して肯定的な者の割合

図は「環境を守るためなら，かなり高い税金を払うつ

もりがあるか」という質問に対し，肯定的な割合を地図

に示したものである．エシカル消費意識（図 1）と同様，

韓国，スイス，北アメリカで高い数値を示している．1 人

当たり名目 GDP（図表 2）との相関を確認すると，正で

有意な相関が示された（r=0.402）． 
次に，「環境を守るためなら，かなり高い税金を払うつ

もりがあるか」という質問に対し，肯定的な場合を 1 と

したダミー変数を被説明変数とした線形確率モデル分析

の結果をみていく．各国の同変数の記述統計は以下の表

のとおりである． 

環境配慮のための税金支払い意識の記述統計

（回帰サンプル）

次に示す回帰分析の結果の詳細の記述は割愛するが，

対数等価所得については，日本，韓国，ドイツで正で有

意な傾向が示されている．家族要因については，17 歳

以下の子どもがいる者はそれ以外の者に比べ，韓国では

環境配慮のための税金支払意欲が高く，アメリカでは逆

に同意欲が低い傾向が示されている．日本では有意な傾

向が示されていない． 

変数名 平均 標準偏差 最小 最大 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

フィリピン
無配偶 有配偶

変数名 平均 標準偏差 最小 最大 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

無配偶 有配偶

日本

変数名 平均 標準偏差 最小 最大 平均 標準偏差 最小 最大
環境配慮型商品
購入意識ダミー
女性ダミー
年齢
大学・大学院ダミー
大都市ダミー
対数等価所得
事務職・管理層
事務職・一般層
自営業
熟練現場職
非熟練現場職
農業
無業

無配偶 有配偶

韓国

- 10％
11- 20％
21- 30％
31- 40％
41- 50％

観測数 平均 標準偏差 最小 最大

スウェーデン
スペイン
ドイツ
アメリカ

アルゼンチン
フィリピン
日本
韓国
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補足資料 分析の再現のための資料
調査票リンク

https://dbk.gesis.org/dbksearch/download.asp?id=46163 
 
分析コマンド（ ）
*/Y/* 
*/高価格でも購入(Q12a)/* 
recode v29 1/2=1 3=2 4/5=3 8/9=.,gen(PRI) 
*/購入意識ダミー/* 
recode PRI 1=1 2/3=0,gen(pri)  
*/高い税金を支払う(Q12b)/* 
recode v30 1/2=1 3=2 4/5=3 8/9=.,gen(TAX) 
*/税金支払い意識ダミー/* 
recode TAX 1=1 2/3=0,gen(tax) 
 
*/X/* 
*/性別――女性ダミー/* 
recode SEX 1=0 2=1 9=.,gen(female) 
*/年齢/* 
recode AGE 998/999=.,gen(age1) 
*/学歴/* 
recode DEGREE 0=. 4/5=4 8/9=.,gen(degree) 
*/学歴――大学・大学院ダミー/* 
recode degree 1/3=0 4/5=1,gen(deg) 
 

 

 
 

 
 

*/世帯収入(AR)/* 
recode AR_INC 0=. 999990/999997=.,gen(ar_inc) 
*/世帯収入(DE)/* 
recode DE_INC 0=. 999990/999999=.,gen(de_inc) 
*/世帯収入(ES)/* 
recode ES_INC 0=. 999990/999999=.,gen(es_inc) 
*/世帯収入(JP)/* 
recode JP_INC 99999990/99999999=.,gen(jp_inc) 
*/世帯収入(KR)/* 
recode KR_INC 0=. 99999990/99999999=.,gen(kr_inc) 
*/世帯収入(SE)/* 
recode SE_INC 0=. 999990/999999=.,gen(se_inc) 
*/世帯収入(US)/* 
recode US_INC 0=. 999990/999998=.,gen(us_inc) 
*/世帯収入(PH)/* 
recode PH_INC 0=. 999990/999998=.,gen(ph_inc) 
*/世帯人数/* 
recode HOMPOP 0=. 99=.,gen(num1) 
 
*/等価所得+対数化(AR)/* 
gen toukaar=ar_inc/sqrt(num1) 
gen arln2=ln( toukaar ) 
*/等価所得+対数化(DE)/* 
gen toukade=de_inc/sqrt(num1) 
gen deln2=ln( toukade ) 
*/等価所得+対数化(ES)/* 
gen toukaes=es_inc/sqrt(num1) 
gen esln2=ln( toukaes ) 

係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値
切片
年齢
女性ダミー
大学・大学院ダミー
既婚ダミー
17歳以下子どもダミー
対数等価所得
職業
都市規模
観測数
調整済みR2
F値
F検定の有意水準

係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値 係数 標準誤差 P-値

年齢
女性ダミー
大学・大学院ダミー
既婚ダミー
17歳以下子どもダミー
対数等価所得
職業
都市規模
観測数
調整済みR2
F値
F検定の有意水準

環境配慮のための税金支払い意識についての線形確率モデル分析
Y:環境配慮のための税金支払い意識ダミー

アルゼンチン フィリピン 日本 韓国

ドイツスペインスウェーデン アメリカ

✓ ✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓ ✓

✓✓✓ ✓
✓✓✓ ✓

注：網掛け部分は10％水準で有意であり，標準誤差は頑健標準誤差である．
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*/等価所得+対数化(JP)/* 
gen toukajp=jp_inc/sqrt(num1) 
gen jpln2=ln( toukajp ) 
*/等価所得+対数化(KR)/* 
gen toukakr=kr_inc/sqrt(num1) 
gen krln2=ln( toukakr ) 
*/等価所得+対数化(SE)/* 
gen toukase=se_inc/sqrt(num1) 
gen seln2=ln( toukase ) 
*/等価所得+対数化(US)/* 
gen toukaus=us_inc/sqrt(num1) 
gen usln2=ln( toukaus ) 
*/等価所得+対数化(PH)/* 
gen toukaph=ph_inc/sqrt(num1) 
gen phln2=ln( toukaph ) 
*/婚姻状況/* 
recode MARITAL 0=. 1/2=1 3/5=3 6=2 7/9=.,gen(marital) 
*/婚姻状況――既婚ダミー/* 
recode marital 1=1 2/3=0,gen(mar) 
*/居住地/* 
recode URBRURAL 7/9=.,gen(urbrural) 
*/居住地――大都市ダミー/* 
recode urbrural 1=1 2/5=0,gen(urb) 
*/17 歳以下子ども――子どもありダミー/* 
recode HHCHILDR 1/17=1 96/99=.,gen(ch) 
*/職業カテゴリ/* 
*/職業 10 分類/* 
recode ISCO88 
(1000/1120=1)(1130/1143=2)(1200/1220=1)(1221=11)(1222/
1239=1)(1240=2)(1250/1251=1)(1252/1310=2)(1311=11)(13
12/1319=2)(2000/2131=1)(2132/2139=2)(2140/2147=1)(2148
=2)(2149/2229=1)(2330/2300=2)(2310=1)(2320/2340=2)(235
0/2352=1)(2359=2)(2400=1)(2410=2)(2411=1)(2412/2419=2)
(2420/2429=1)(2430/2432=2)(2440/2443=2)(2444=1)(2445=
1)(2446/3142=2)(3143/3144=1)(3145/3229=2)(3230/3232=3)
(3240/3242=2)(3300/3340=3)(3400/3429=2)(3430=3)(3431/3
432=2)(3433=3)(3434=2)(3439=3)(3440/3451=2)(3452=7)(3
460=3)(3470/3475=2)(3480/4141=3)(4142=9)(4143/5120=3)(
5121=2)(5122=8)(5123/5130=9)(5131=3)(5132=9)(5133=3)(
5139=9)(5140/5141=8)(5142=9)(5143=8)(5149=9)(5150/515
2=2)(5160=9)(5161/5162=8)(5163=9)(5164=8)(5169=9)(520
0/5230=3)(6000/6130=10)(6131/6133=11)(6134/6154=10)(62
00/6210=11)(7000=8)(7100/7113=9)(7120=8)(7121/7123=9)(
7124/7130=8)(7131=9)(7132/7134=8)(7135=9)(7136/7141=8
)(7142/7143=9)(7200/7233=8)(7234=9)(7240/7313=8)(7320/
7322=9)(7323/7324=8)(7330/7332=9)(7340/7420=8)(7421=9
)(7422/7423=8)(7424=9)(7430=8)(7431/7432=9)(7433/7500=
8)(7510=7)(7520=8)(7530/8243=9)(8150/8172=8)(8200/8310
=9)(8311=8)(8312/8330=9)(8331=10)(8332/8333=8)(8334/90
00=9)(9100/9113=3)(9120/9200=9)(9210/9213=10)(9300/933
3=9)(110/112=8)(1120=3)(1124=1)(1320=1)(2230=2)(2300=
2)(3341=2)(3342=2)(5134=3)(9340=9)(11=10) ,gen(egp10b) 
 */従業員規模を加味/* 
replace egp10b=1 if NEMPLOY>=30 & NEMPLOY<=1000 
replace egp10b=4 if NEMPLOY>=1 & NEMPLOY<=29 & 
egp10b>=3 & egp10b<=9 
replace egp10b=5 if NEMPLOY==9995 & egp10b>=3 & 
egp10b<=9 
 */職業 6 分類/* 
 recode egp10b (1/2=1)(3=2)(4/5=3)(7/8=4)(9=5)(10/11=6), 
gen(egp6b) 
recode egp6b 0=. 9997/9999=. 
*/無業者を 7 の値に追加/* 
replace egp6b=7 if (MAINSTAT>1& 
MAINSTAT<8)|MAINSTAT>8& MAINSTAT<11 

*/職業（すべての値をダミー化）/* 
tab egp6b,gen( egp6b ) 
 
*/婚姻状況別の各変数の分布/* 
*/婚姻状況別記述統計(AR)/* 
by mar, sort: sum pri female age1 deg urb arln2 egp6b1- egp6b7 
if arln2~=. 
*/婚姻状況別記述統計(DE)/* 
by mar, sort: sum pri female age1 deg urb deln2 egp6b1- 
egp6b7 if deln2~=. 
*/婚姻状況別記述統計(JP)/* 
by mar, sort: sum pri female age1 deg urb jpln2 egp6b1- egp6b7 
if jpln2~=. 
*/婚姻状況別記述統計(KR)/* 
by mar, sort: sum pri female age1 deg urb krln2 egp6b1- 
egp6b7 if krln2~=. 
*/婚姻状況別記述統計(PH)/* 
by mar, sort: sum pri female age1 deg urb phln2 egp6b1- 
egp6b7 if phln2~=. 
*/婚姻状況別記述統計(ES)/* 
by mar, sort: sum pri female age1 deg urb esln2 egp6b1- 
egp6b7 if esln2~=. 
*/婚姻状況別記述統計(SE)/* 
by mar, sort: sum pri female age1 deg urb seln2 egp6b1- 
egp6b7 if seln2~=. 
*/婚姻状況別記述統計(US)/* 
by mar, sort: sum pri female age1 deg urb usln2 egp6b1- 
egp6b7 if usln2~=. 
 
*/回帰/* 
*/線形確率モデル PRI(AR)/* 
reg pri female age1 deg mar ch urb arln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル PRI (DE)/* 
reg pri female age1 deg mar ch urb deln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル PRI (JP)/* 
reg pri female age1 deg mar urb jpln2 egp6b2- egp6b7,robust 
*/線形確率モデル PRI (KR)/* 
reg pri female age1 deg mar ch urb krln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル PRI (PH)/* 
reg pri female age1 deg mar ch urb phln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル PRI (ES)/* 
reg pri female age1 deg mar ch urb esln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル PRI (SE)/* 
reg pri female age1 deg mar ch urb seln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル PRI (US)/* 
reg pri female age1 deg mar ch urb usln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル TAX(AR)/* 
reg tax female age1 deg mar ch urb arln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル TAX (DE)/* 
reg tax female age1 deg mar ch urb deln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル TAX (JP)/* 
reg tax female age1 deg mar urb jpln2 egp6b2- egp6b7,robust 
*/線形確率モデル TAX (KR)/* 
reg tax female age1 deg mar ch urb krln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
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*/線形確率モデル TAX (PH)/* 
reg tax female age1 deg mar ch urb phln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル TAX (ES)/* 
reg tax female age1 deg mar ch urb esln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル TAX (SE)/* 
reg tax female age1 deg mar ch urb seln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
*/線形確率モデル TAX (US)/* 
reg tax female age1 deg mar ch urb usln2 egp6b2- 
egp6b7,robust 
 


